
あ
な
た
が

「�

脳
卒
中
に

�

早
く
気
づ
く
た
め
に
」
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鎌 田 地 区
平成26年 9月１日現在
世帯数
　男
　女

8,430 戸
9,646 人
9,318 人

西 部 公 民 館発行者 公民館報編集委員会

揮毫　伊藤茂男氏

　

８
月
29
日
、
西
部
公
民
館
と
福

祉
ひ
ろ
ば
が
主
催
し
て
「
脳
卒
中

～
早
期
発
見
の
た
め
に
～
」
の
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
40
名
の

参
加
者
は
、
諏
訪
湖
畔
病
院
看
護

師
で
、
脳
神
経
内
科
や
脳
卒
中
ハ

イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
で
10
年
近
い
経

験
を
も
つ
足
立
秀
幸
さ
ん
の
話
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
「
脳
の
血
管
が
破
れ

る
か
詰
ま
る
か
し
て
、
脳
に
血
液

が
届
か
な
く
な
り
、
脳
の
神
経
細

胞
が
障
害
さ
れ
る
病
気
」
で
、
現

在
死
亡
原
因
の
第
３
位
で
す
。
そ

し
て
、
後
遺
症
に
悩
む
人
が
と
て

も
多
い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
「
早
く
気
づ
い
て

治
療
す
る
」
こ
と
が
最
も
大
事
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

保
健
所
等
で
は
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
！

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
！
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を

　

災
害
医
療
と
は
傷
病
者
が
多
数

発
生
す
る
の
で
、
医
療
需
要
と
医

療
資
源
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
最

良
の
医
療
を
行
い
た
い
と
し
、
限

ら
れ
た
人
材
・
医
療
資
源
を
最
も

有
効
に
活
用
し
短
時
間
で
最
善
の

救
命
効
果
を
得
る
た
め
治
療
の
優

先
度
を
判
断
す
る
方
法
（
ト
リ
ア

ー
ジ
と
言
う
）
を
行
い
、
傷
病
者

の
右
手
首
に
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ

（
黒
・
赤
・
黄
・
緑
の
４
色
の
マ

ー
カ
ー
付
き
カ
ー
ド
）
を
取
り
付

け
、
治
療
順
序
を
決
め
て
い
く
。

　

病
院
の
役
割
分
担
は
、
赤
タ
グ

対
応
病
院
・
黄
タ
グ
対
応
病
院
・

緑
タ
グ
対
応
病
院
を
指
定
分
類
し

て
あ
り
、
赤
タ
グ
対
応
病
院
に
多

数
の
傷
病
者
を
集
中
さ
せ
な
い
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

大
地
震
に
よ
り
多
く
の
重
軽
傷

者
が
発
生
す
る
が
、
救
急
車
を
待

作
っ
て
、
脳
卒
中
の
予
防
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
脳
卒
中
協
会
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
脳
卒
中
を
疑

う
５
つ
の
典
型
的
症
状
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

①�

片
方
の
手
足・顔
半
分
の
麻
痺・

痺
れ
が
起
こ
る
。（
手
足
の
み
、

顔
の
み
の
場
合
も
あ
る
）

②�

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言
葉
が

出
な
い
、
他
人
の
言
う
こ
と
が

理
解
で
き
な
い
。

③�

力
が
あ
る
の
に
、
立
て
な
い
、

歩
け
な
い
、
フ
ラ
フ
ラ
す
る
。

④�

片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
物
が

２
つ
に
見
え
る
、
視
野
の
半
分

が
欠
け
る
。

⑤�

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い

頭
痛
が
す
る
。

　　

こ
の
う
ち
、
一
つ
で
も
症
状
が

出
て
い
れ
ば
脳
卒
中
の
可
能
性
が

大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
気
づ
い
た
ら
、
発
症
時
刻

を
確
か
め
て
す
ぐ
に
１
１
９
番
へ

電
話
す
る
よ
う
に
訴
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
症
状
に
気
づ
く
の
は

家
族
や
同
僚
で
あ
っ
た
り
、
友
だ

ち
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ば
に

い
る
人
が
早
く
気
づ
く
こ
と
が
と

て
も
大
事
で
す
。「
気
づ
く
の
は
、

あ
な
た
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
時
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
初
期

症
状
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。�

（
横
山　

新
治
）

大
地
震
に
備
え
る

～
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
～

　

鎌
田
地
区
で
は
８
月
19
日
、
福
祉
ひ
ろ
ば
で
、
災
害
医
療
に
つ
い
て
、

松
本
市
医
師
会
救
急
災
害
医
療
委
員
の
中
垣
義
信
医
師
に
よ
る
説
明

会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
９
月
７
日
に
は
鎌
田
・
信
明
両
中
学
校
で
医
療

救
護
訓
練
を
行
い
、
災
害
時
の
対
応
を
学
ん
だ
。

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
到
着
し
な

い
た
め
、
骨
折
や
出
血
、
や
け
ど

な
ど
の
応
急
手
当
の
方
法
を
訓
練

し
て
お
き
、
地
域
の
人
と
助
け
合

え
る
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

松
本
市
で
は
、
震
度
６
弱
以
上

の
地
震
が
起
こ
る
と
市
内
23
ヶ
所

に
医
療
救
護
所
が
開
設
さ
れ
、
市

内
の
各
病
院
の
医
者
は
こ
の
救
護

所
に
分
担
し
て
詰
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。（
松
川　

靖
彦
）

医
療
救
護
所
訓
練
の
様
子

　

鎌
田
中
学
校
は
25
名
（
鎌
田
・

田
川
地
区
）、
信
明
中
学
校
は
57

名
（
鎌
田
・
松
南
地
区
・
芳
川
地

区
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
で
は
、
患
者

役
と
な
っ
た
参
加
者
の
代
表
が
、

医
師
の
質
問
に
答
え
症
状
別
に
、

治
療
順
序
が
決
め
ら
れ
て
い
っ

た
。
医
師
か
ら
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ

中
に
基
準
の
説
明
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

歯
科
医
師
会
か
ら
、
災
害
時
の

口
腔
衛
生
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ

た
。
災
害
時
に
は
水
は
大
変
貴
重

と
な
る
た
め
、
普
通
の
歯
磨
き
粉

で
は
な
く
デ
ン
タ
ル
リ
ン
ス
な
ど

の
水
歯
磨
き
を
使
用
す
る
と
、
水

の
量
が
少
な
く
便
利
で
あ
る
こ

と
、
義
歯
は
必
ず
持
っ
て
い
く
こ

と
（
ケ
ー
ス
も
持
参
す
る
）
な
ど

が
説
明
さ
れ
た
。

　

薬
剤
師
会
か
ら
は
、
お
薬
手
帳

に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
最
新
の
内

容
を
つ
け
て
お
く
こ
と
、
避
難
す

る
際
に
は
手
帳
を
持
参
す
る
こ
と

で
、
避
難
所
で
も
普
段
飲
ん
で
い

る
も
の
と
同
じ
効
果
の
薬
が
も
ら

え
る
こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
、「
日
頃
か
ら
訓
練

を
す
る
こ
と
で
顔
見
知
り
と
な

り
、
災
害
時
も
ス
ム
ー
ス
に
い
く
、

と
て
も
良
い
訓
練
だ
っ
た
。」
と

話
し
て
い
た
。�

（
遠
藤　

彰
）

～
脳
卒
中
対
応
講
座
よ
り
～

F�(Face)：顔の麻痺で顔の片
方が下がる歪みがあること
A �(Arm)：腕の麻痺で片腕に
力が入らないこと
S �(Speech)：言葉の障害で、
言葉が出て来なかったり、
ろれつが回らないこと
T �(Time)：発症に気づいたら
発症時刻を確認してすぐに
119番を！
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娘
の
剣
道
の
段
位
審
査
の
た

め
、
長
野
市
ま
で
出
か
け
た
。

　

初
段
審
査
だ
っ
た
せ
い
か
、

体
育
館
は
13
歳
以
上
の
胴
着
袴

姿
の
若
く
て
凛
々
し
い
剣
士
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

審
査
内
容
は
、
２
人
１
組
と

な
り
相
手
の
竹
刀
に
打
ち
込
み

最
後
に
面
を
打
つ
切
り
返
し
及

び
試
合
形
式
の
実
技
、
木
刀
を

持
っ
て
の
形
、
学
科
試
験
の
３

つ
の
要
素
か
ら
な
る
。

　

ま
だ
剣
道
を
理
解
で
き
て
い

な
い
私
は
館
内
放
送
の
言
葉
に

驚
い
た
。

「
ミ
ズ
ギ
シ
ン
サ
を
行
い
ま
す
」

…
エ
ッ
!?　

言
う
ま
で
も
な
い

「
ジ
ツ
ギ
シ
ン
サ
（
実
技
審
査
）」

の
聞
き
間
違
い
だ
っ
た
。

�

（
江
守　

智
加
子
）

　

西
部
公
民
館
の
改

修
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。（
３
月
末
完

成
予
定
）
工
事
期
間

中
は
工
事
車
両
が
出

入
り
を
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
の

際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
駐
車
場
東
側
に
工
事
業

者
の
現
場
事
務
所
及
び
資
材
置
き

場
設
置
の
た
め
、
駐
車
場
東
側
か

ら
の
出
入
り
が
出
来
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

８
月
23
日
（
土
）、
鎌
田
地
区
の

小
学
生
を
対
象
に
、
朝
日
村
野
俣
沢

キ
ャ
ン
プ
場
で
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
過
ご
し
や

す
い
気
候
で
、
参
加
者
約
30
人
（
年

長
３
人
、
小
学
生
17
人
、
大
人
14
人
）

が
集
ま
っ
た
。

　

ま
ず
最
初
は
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み

取
り
準
備
と
し
て
子
ど
も
た
ち
全

員
で
川
の
石
拾
い
を
行
い
、
大
人
の

手
を
借
り
な
が
ら
、
つ
か
み
取
り
が

安
全
に
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
行

っ
た
。
川
の
水
は
非
常
に
冷
た
く
、

子
ど
も
た
ち
も
川
に
入
る
と
「
冷
た

く
て
き
も
ち
い
い
」
と
喜
び
の
声
を

上
げ
て
い
た
。
準
備
が
整
っ
た
後
、

年
長
さ
ん
か
ら
順
々
に
川
に
入
り
、

軍
手
を
つ
け
て
つ
か
み
取
り
を
行
っ

た
。「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
つ
か
み
に
く

い
」、「
思
っ
た
よ
り
素
早
い
」
な
ど
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
１
人
３
匹
ず

つ
、
つ
か
ん
だ
。
そ
の
後
、
取
っ
た

魚
を
自
分
た
ち
で
１
匹
ず
つ
串
に

刺
し
て
、
炭
火
で
焼
き
、
お
い
し

く
頂
い
た
。

　

そ
の
後
、
流
し
そ
う
め
ん
、
ス

イ
カ
割
り
、
焼
き
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、

日
常
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な
い
行

事
に
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ

て
い
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
鎌
田
小
学

校
と
開
明
小
学
校
の
校
区
間
の
交

流
を
目
的
に
、
両
校
の
６
年
生
代

表
生
徒
が
話
し
合
っ
て
企
画
し
、

子
ど
も
育
成
会
と
協
力
し
て
実
施

し
た
。
ぜ
ひ
と
も
今
回
で
き
た
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
鎌
田
地
区
の

仲
間
と
し
て
友
達
の
輪
を
広
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

�

（
竹
内　

賢
）

In

私
の
か
ま
だ
ら
い
ふ

　８月25日、26名の参加者で白馬村の
八方尾根で健康トレッキングを行った。
出発時の雨も現地に着くころには止み、

八方駅から黒菱平までゴンドラリフト等を乗り継いだ後、
標高2060ｍの八方池をめざして岩場の登山道を元気にス
タートした。途中、ウスユキソウ、センブリほかの八方固
有種やシモツケソウ、ニッコウキスゲなど多種の高山植物
が咲き誇るのを楽しみながら、疲れを感ずることなく進
むことができた。八方池に近づくに従い、雲の間から唐
松岳や白馬鑓ヶ岳が見え始め、一同から歓声が上がった。
最終地点の八方池は
残念ながら雲に覆わ
れており、美しい湖面
を見ることは叶わな
かったが、怪我人も
出ることなく楽しいト
レッキングであった。
� 　（仲　善洋）

　７月22日外来植物について学ぶ講座
に20人が参加した。五月町の村上さよ
こさんの案内で奈良井川河川敷に案内
され皆一様に驚いたのは、河川敷がアレチウリなど多くの
外来植物で一面覆い尽くされていたことだ。その一つひと
つに説明を受ける皆さんの関心は深く時のたつのを忘れ
るほどだった。昼近くに公民館に戻り、この日観察した植
物の全てについて改めて説明を受けて理解を深めた。参
加者の一人は「親切に教えてもらえ、本当に良かった、こ
のまま放って置かないでなんとかしなければ」と、また「来

年もぜひ」の声が多いの
で、６月頃に座学からや
りたいと思っている。今
まで路傍の草花に気を留
めなかった人もこの日か
らは関心を持って観察し
てくれると思う。
（林　清吉）

健康トレッキング　　
in 八方尾根西部公民館

講　座

外来植物を学ぶ　

Attention
西部公民館からの

お知らせ

自
然
と
遊
ぼ
う

朝
日
村
キ
ャ
ン
プ
場

鎌
田
地
区
子
ど
も
育
成
会

西
部
公
民
館
共
催

文化委員会


